
ニンニクは加熱しても栄養
成分が豊富にあり、刺激や
臭いが和らぎ食べやすくな
ります。梅ニンニク煮汁は
魚介や野菜にもおすすめで
す。

ヒトコト★POINT

煮汁をフライパンに合わせ、③
を加え、新タマネギを煮る。煮
詰まってきたら豚肉とニンニク
の芽を加え、味をからませる。
盛り付けて大葉の千切りをのせ
る。

半分に切ったニンニクを水に入
れて沸かし、透明感が出たら取
り出す。同じ湯で、ニンニクの
芽を２分ゆでて取り出し、続い
て豚薄切り肉を少しずつくぐら
せ、ザルにあげる。

梅干しは種を取ってつぶし、ゆ
でたニンニクも軽くつぶして合
わせる。

ニンニクは半分に、ニンニクの
芽は４㎝に切る。豚薄切り肉は
食べやすい大きさに、新タマネ
ギはくし形に切る。

1 2 3 4

豚
肉
の
梅
ニ
ン
ニ
ク
煮

豚
肉
の
梅
ニ
ン
ニ
ク
煮

料理紹介者

山中 美妃子さん
やま なか み　 き　 こ
香川県食農アドバイザー

ジュヌヴィエーヴ料理教室主宰
● ニンニク
● ニンニクの芽
● 豚薄切り肉
● 新タマネギ
● 梅干し
　（塩分８％以下）
● 大葉

・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・       

・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

２片
４本
200ｇ
１個
４個

（果肉40ｇ）
４枚

　 水
　 酒
　 砂糖
　 しょうゆ

150㎖
大さじ２
大さじ２
約大さじ２

（梅干しの塩分で調整）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・             

・・・・・・・・・・・・・・・・             

・・・・・・                 

煮汁

材料（４人分）

作り方

今回の食材
ニンニクニンニク

発行日：令和７年５月１日

発行
編集

ホームページアドレス

　　　香川県農業共済組合
　　　本所総務部総務課
〒761-8083 高松市三名町東原５番地６
TEL：０８７-８８８-２１２１ FAX：０８７-８８８-３０３１

https://www.nosai-kagawa.jp

発行
編集

ホームページアドレス

免疫力をあげ、疲労回
復の効果が見込めるビ
タミンＢ群を豊富に含
みます。香川県産ニン
ニクは、肉厚で豊かな
香りが特徴です。

ニンニク、梅干し、豚肉を合わせた

和風スタミナ料理

創作
キッチン

ここをクリック！

ホームページは
こちらから▼

過去の広報紙はホームページから見られます
気軽にアクセスしてください！

ＮＯＳＡＩが築く安心の未来表紙の続きは11ページ

安心のネットワーク

香川県農業共済組合そら とつ ち とみ どり の会 話

vol.66
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●
災
害
時
の
損
失
を
補
て
ん
す
る
こ
と
で
、
安

定
的
に
継
続
し
た
農
業
経
営
を
支
援
す
る
機

能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

●
水
稲
や
果
樹
な
ど
の
農
作
物
の
場
合
、
全
て

の
自
然
災
害
の
他
、
病
虫
害
や
鳥
獣
害
に
よ

る
被
害
も
補
償
し
ま
す
。

●
家
畜
の
場
合
は
、
死
亡
や
廃
用
の
他
、
病
気

や
け
が
な
ど
の
治
療
費
も
補
償
し
ま
す
。

●
農
業
者
が
所
有
す
る
園
芸
施
設
や
施
設
内
農

作
物
、
建
物
、
農
機
具
の
自
然
災
害
な
ど
を

補
償
し
ま
す
。

●
青
色
申
告
を
す
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）

を
対
象
に
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け

ら
れ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
の
収
入
減

少
を
補
償
し
ま
す
。

●
農
業
者
が
生
産
販
売
す
る
ほ
と
ん
ど
の
農
産

物
を
対
象
に
補
償
し
ま
す
。

　
県
１
組
合
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
香
川
と
な
っ
て
10
年
余

り
、
さ
ら
な
る
組
織
体
制
の
強
化
と
業
務
の
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事
業
運
営
基
盤
を
強
化
さ

せ
、
農
業
保
険
制
度
の
機
能
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
的
に
発
揮
さ
れ
る
運
営
に
、
今
後
も
努
力
し
ま
す
。

　
農
業
保
険
制
度
を
担
う
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
は
、
組

合
員
の
代
表
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
を
支
え
る

安
心
の
制
度

農
業
経
営
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
（
農
業
共
済
）
は
、「
農
業
保

険
制
度
」
を
実
施
す
る
事
業
主
体
と
し
て
、
70

年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
農
業
経
営
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
か
ら
は
、
農
業
共
済
事
業
に

収
入
保
険
事
業
が
加
わ
り
、
補
償
の
幅
が
広
が

り
ま
し
た
。「
農
業
経
営
安
定
の
た
め
、
農
業

保
険
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
で
農
業
の
健
全
な

発
展
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
国
も
一
緒

に
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
が
負
担
す
べ
き
共
済
掛
金
や
保
険
料
、

積
立
金
の
一
部
な
ど
は
、
国
が
財
政
負
担
を
し

て
い
ま
す
（
建
物
・
農
機
具
共
済
以
外
）。
ま
た
、

大
き
な
被
害
が
生
じ
た
際
、
全
国
的
な
危
険
分

散
を
図
る
た
め
、
再
保
険
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
国
の
災
害
対
策
の
一
環
と
し
て
政
策
的
な
視

点
か
ら
つ
く
ら
れ
た
農
業
保
険
制
度
は
、
全
国

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
で
は
、
農
業
者
の
経
営
を

守
る
と
い
う
本
来
業
務
の
他
、
被
害
の
発
生
を

抑
止
す
る
目
的
で
、
損
害
防
止
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
共
済
事
業
と
収
入
保
険
事
業
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
は
次
の
と
お
り
で
す
。

組
織
の
仕
組
み

役

　割

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
築
く

安
心
の
未
来

国
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

2
損
害
防
止
支
援
活
動
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す

3
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

1

農
業
共
済
事
業

収
入
保
険
事
業

農業者

保
険
料
、積
立
金
の
一
部
負
担

保険料・
積立金 保険金・

特約補てん金

事務委託

加入申請など
窓口業務

再保険

国庫

事
業
を
行
う
た
め
の
事
務
費
負
担

全国農業共済
組合連合会
（全国連）

政 府

組織図
組合員
（農家）

総  代
（総代会）

組合長
（理事会）

（参事）
職  員共済部長

意思決定

執　行
監  事
（監事会）

監　査

損害評価会委員
（損害評価会）

損害評価諮問

事　務協力関係

損害評価員

損害評価機関

組合員全体の会合を総会といい
ます。しかし、組合員は多数で、
総会を開催することは困難なた
め、組合員の代表による総代会
が開催されます。

¥

加入農家
（組合員）

掛
金
の
一
部
負
担

共済掛金
共
済
関
係

保
険
関
係

保険料

共済金

保険金

共
済
事
業
を
行
う
た
め
の
事
務
費
負
担

国庫

政 府
（再保険特別会計）

¥

　収入保険は品目の枠にとらわれず、農業経
営者ごとの販売収入全体を見て総合的に対応
できる事業です。

収入保険事業 農業共済事業
農 業 保 険 制 度

共済関係
（農家と組合との関係）
　農家が組合に加入を申
し込むことで生じる権利
義務の関係をいいます。
共済に加入する農家は、
一定の約束で共済金の支
払いを受ける権利を持ち
ますが、掛金の払い込み、
通常の肥培管理、損害通
知、異動通知などの義務
があります。

保険関係
（組合と国との関係）
　農業災害は広範囲に及
ぶことが多く、確実で十
分な補償を行うため、国
に保険をかける関係をい
います。

組  合
組  合
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収
入
保
険

農業者自ら生産した農産物
販売収入全体

青色申告をする農業者の過去
５年間の平均収入が基本とな
ります。掛け捨ての保険方式
と、掛け捨てにならない積立
方式を組み合わせます。

保険方式の補償割合は50～
90％の中から、積立方式は
５％、10％で選択加入。支払
率は保険方式、積立方式でそ
れぞれ選択できます。

保険料 50％
積立金 75％

農業者の経営努力では避けられ
ないあらゆる原因による収入減
少

農
作
物
共
済

家
畜
共
済

果
樹
共
済

畑
作
物
共
済

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

農
機
具
共
済

水稲

麦

　水稲と麦の耕作面積が10㌃以
上であることが要件です。耕
作する全ての耕地を加入して
いただきます。

半相殺方式
全相殺方式
地域インデックス方式
品質方式
災害収入共済方式

水稲 50％
麦 おおむね50％

風水害、土壌湿潤害など気象上
の原因による災害のほか、病害、
虫害、獣害など

【死亡廃用共済】
成牛、子牛等、馬、
種豚、肉豚
【疾病傷害共済】
成牛、子牛、馬、種豚

包括共済では、家畜区分ごと
に加入資格のあるものは全頭
加入していただきます。

【死亡廃用共済】期首に年間の
飼養計画を申告し、期末に飼
養実績数で修正します。
【疾病傷害共済】
期首の飼養頭数

牛と馬 50％
豚 40％
ただし、国庫負担限度額
以内

　【死亡廃用共済】
死亡、廃用
【疾病傷害共済】
疾病、傷害

【収穫共済】うんしゅうみかん、
いよかん、指定かんきつ、
ぶどう、もも、なし、かき、
くり、キウイフルーツ
【樹体共済】キウイフルーツ

　
加入資格のある樹種ごと、全
ての園地を加入していただき
ます。

【収穫共済】半相殺方式
全相殺方式
地域インデックス方式
災害収入共済方式
【樹体共済】１本単位

50％

【収穫共済】風水害、干害など
気象上の原因による災害のほか、
病害、鳥害、獣害など
【樹体共済】風水害、病害など
による樹体の損害

大豆

茶（一番茶に限る） 

大豆は白大豆、黒大豆ごとに
５㌃以上、茶は５㌃以上栽培
していることが要件です。栽
培する全ての耕地を加入して
いただきます。

　半相殺方式
全相殺方式
地域インデックス方式
災害収入共済方式

55％
風水害、土壌湿潤害など気象上
の原因による災害のほか、病害、
虫害、獣害など

特定園芸施設
附帯施設
施設内農作物
撤去費用額
復旧費用額

　

ハウスの設置面積の合計が2
㌃以上から加入できます。

加入する特定園芸施設ごとに、
共済価額の100％まで加入で
きます。

50％
ただし、復旧費用等に国
の負担はありません。

風水害、雪害など気象上の原因
による災害のほか、病害、虫害、
獣害など

建物とその建物に
収容されている家具類、
農機具など

トラクター、コンバイン、
田植機などの農業用機械

組合の区域内に住所があり、
農業に従事している方が加入
できます。

家具類なども含め建物１棟当
たり火災共済は6,000万円、
総合共済は4,000万円まで加
入できます。併せて加入する
場合は、１億円が限度です。

国の負担はありません。

【火災共済】火災、落雷、建物
外部からの物体の衝突、盗難に
よって生じたき損、汚損など
【総合共済】上記に加え、風水
害、地震などの自然災害

組合の区域内に住所があり、
農業に従事している方が加入
できます。

農機具１台ごとに、新調達価
額の範囲内で2,000万円まで
加入できます。

国の負担はありません。
火災、落雷、盗難、衝突、接触、
転覆など稼動中の事故、自然災
害（地震、津波は除く）

▶ 獣害防護器具購入助成

　農作物などの被害の軽減と、農家経
営の安定、地域農業の維持振興を目的
に、毎年、損害防止活動に取り組んで
います。今年度も引き続き支援します
ので、ぜひご活用ください。

・電気柵やネット、金網柵などの設置費用
を一部助成

・地域で鳥獣害防止対策に取り組む場合の
助成（組合員等３名以上が地域を一体的
に整備）

▶ 削蹄奨励金の交付
家畜共済加入者のうち、削蹄をされた方を
対象に支払います。

▶ 飼養管理指導の実施
病気の発生状況や家畜の血液検査などの結果
から、獣医師が飼養管理の助言をします。

▶ 損害防止機具の無料貸出
自走式セット動力噴霧機などがあります。

　上記三つの助成対象者は、農作物、家畜、
果樹、畑作物、園芸施設共済、収入保険加入
者とそのご家族です。加入している農地、園
地の鳥獣被害を防止することが基本です。
　それぞれ交付条件、補助金限度額が異なり
ます。また、獣害防護器具等の購入助成を受
ける場合は、購入前に助成申請書の提出が必
要です。

詳しくは各支所までお問い合わせください。

▶ 捕獲用箱わな・
　電子防鳥機購入助成
助成台数は、組合員当たり２台以内です。

▶ わな猟、第一種銃猟狩猟者
　登録経費助成
わな猟と第一種銃猟狩猟者登録時にかかる
狩猟税を助成します。（ただし、有害鳥獣捕
獲許可登録者に限ります。）

安心を届けます ＮＯＳＡＩ香川では、農業共済事業と収入保険事業を実施しています。水稲や麦、家畜、果樹、
畑作物などの農畜産物の他、園芸施設や建物、農機具などの大切な財産まで広く補償します。

掛金の国庫補助加入方式・方法加入基準対象となる災害・事故補償対象事業の種類

掛金の国庫補助加入方式・方法加入基準対象となる損害補償対象事業の種類

農
業
共
済
事
業

収
入
保
険
事
業

農家経営を支援します
損害防止事業
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一般職員 獣医師職員
採用予定人員

採用予定日

職務内容

勤務地

２人程度

令和８年４月１日

農業保険法に基づく保険推進業務

県内事務所

①高等学校を卒業している人
②平成２年４月２日以降に生まれた人
　（満35歳以下）
③パソコン操作（ワード、エクセル）ができる人
④自動車普通免許（ＡＴ可）を有し、
　安全な運転ができる人

能力検査、適正検査、面接（８月28日実施予定） 書類選考、面接（８月28日実施予定）

若干名

令和８年４月１日

家畜共済事業と家畜診療業務

県内家畜診療所

①昭和60年４月２日以降に生まれた人で
　獣医師免許を有する人、
　または令和７年度に実施される国家試験に
　合格する見込みのある人
②自動車普通免許（ＡＴ可）を有し、
　安全な運転ができる人

応募資格

応募方法

応募締切

選考方法

下記の書類を当組合本所総務課あてに
郵送してください。（電子メール提出可）

下記の書類を当組合本所総務課あてに
郵送してください。（電子メール提出可）

・履歴書　・成績証明書
・卒業（見込）証明書

・履歴書
・卒業（見込）証明書、獣医師免許証写し（取得者）

職員を募集します ※詳しくはホームページで
　ご確認ください

令和７年８月１日（金）必着 令和７年８月１日（金）必着

品目

水稲

大豆
くり
なし

ぶどう

かき

うんしゅうみかん

半・全相殺
インデックス
半相殺
半相殺
半相殺
半相殺
災害収入
半相殺
災害収入
半相殺

637
5
21
4
6
10
3
38
2
57

30,183,423
609,952
563,879
22,470
567,570
2,514,930
222,730
2,883,320
416,249
2,704,710

12月26日
３月24日
３月 ７日
12月26日
12月26日

２月14日

２月14日

３月28日

支払日共済金（円）戸数
（戸）

　
令
和
６
年
12
月
10
日
、
公
益
社
団
法

人
全
国
農
業
共
済
協
会
長
が
表
彰
す
る

「
農
業
共
済
功
績
者
表
彰
」
の
表
彰
伝

達
を
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
。（
敬
称
略
）

基
礎
組
織
関
係
者
等

有
　
馬
　
俊
　
一
（
さ
ぬ
き
市
）

佐
　
藤
　
文
治
郎
（
丸
亀
市
）

長
谷
部
　
俊
　
彦
（
善
通
寺
市
）

役
員
等

植
　
村
　
隆
　
昭
（
三
木
町
）

川
　
下
　
　
　
肇
（
観
音
寺
市
）

　
令
和
６
年
12
月
10
日
に
第
22
回
臨
時

総
代
会
を
、
７
年
３
月
28
日
に
第
23
回

臨
時
総
代
会
を
当
組
合
本
所
会
議
室
で

開
き
、
ど
ち
ら
も
提
出
し
た
全
議
案
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
第
22
回
　
提
出
議
案
》

第
１
号
議
案
▼
定
款
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
役
員
候
補
者
の
年
齢
制
限
の
引
き
上
げ

第
２
号
議
案
▼
危
険
段
階
別
基
準
共
済

掛
金
率
設
定
方
法
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
産
果
樹
共
済
（
指
定
か
ん
き
つ

は
令
和
９
年
産
）
を
「
危
険
段
階
別
共
済
掛

金
率
設
定
・
適
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

き
設
定

　附
帯
決
議

　
軽
微
な
修
正
事
項
の
理
事
会
一
任

《
第
23
回
　
提
出
議
案
》

第
１
号
議
案
▼
事
業
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
建
物
共
済
小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
に
50

万
円
を
追
加
し
、
現
行
の
30
万
円
と
の
選
択

制
と
す
る

　第
２
号
議
案
▼
建
物
共
済
の
仕
組
み
改

善
に
係
る
共
済
掛
金
率
及
び
事
務
費
賦

課
金
率
の
変
更
に
つ
い
て

　
建
物
共
済
小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
（
50

万
円
）
の
共
済
掛
金
率
等
を
新
設
、
同
特
約

（
30
万
円
）
の
共
済
掛
金
率
等
を
変
更

第
３
号
議
案
▼
家
畜
共
済
に
係
る
事
務

費
賦
課
単
価
の
変
更
に
つ
い
て

　
死
亡
廃
用
共
済
お
よ
び
疾
病
傷
害
共
済
の

賦
課
単
価
引
き
下
げ

第
４
号
議
案
▼
危
険
段
階
別
基
準
共
済

掛
金
率
の
設
定
方
法
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
産
大
豆
共
済
を
「
危
険
段
階
別

共
済
掛
金
率
設
定
・
適
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
設
定

　第
５
号
議
案
▼
職
員
給
与
規
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
管
理
職
手
当
・
リ
ー
ダ
ー
手
当
支
給
額
の

変
更
、
住
居
手
当
の
支
給
要
件
の
追
加
な
ど

を
規
定

第
６
号
議
案
▼
損
金
の
計
上
に
つ
い
て

　
果
樹
共
済
の
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の

設
定
誤
り
に
よ
る
徴
収
不
能
分
を
損
失
処
理

附
帯
決
議

　
軽
微
な
修
正
事
項
の
理
事
会
一
任

からのお知らせ

収
穫
共
済

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

令
和
６
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

５
人
を
表
彰

第
22
回
、
23
回
臨
時
総
代
会

全
議
案 

承
認
さ
れ
る

議長を務める

原 勤 総代（東かがわ市）
はらつとむ

議長を務める

山下 美博 総代（まんのう町）
やました よしひろ

加
入
方
式
の
移
行
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
８
年
産
よ
り

農作物共済には特例と特約があります
耕地単位で収穫皆無や基準収穫量の5割以上減収が認められたときに、下記の特例
と特約が適用となり、共済金をお支払いします

●全ての方式に標準で付いています
●収穫皆無（全損）となった耕地があ
る場合、収穫皆無になった耕地の７
割部分をお支払いします

一筆全損特例
●わずかな掛金で付帯できます
●半分以上収穫できなかった耕地があ
る場合、５割減収とみなし、２割部
分をお支払いします

一筆半損特約

※本人の責によらない場合に限る ※各方式の最高補償割合で加入している場合

全損（収穫皆無）
10割被害

支払対象部分
（７割）

補償外部分（３割）

無被害部分

５割以上の被害

無被害部分
（５割）

補償外部分（３割）
支払対象部分（２割）

約10円
10a

　
水
稲
共
済
、
果
樹
共
済
加
入
者
の
多

く
が
、
半
相
殺
方
式
を
選
択
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
農
業
者
の
減
少
や
高
齢

化
で
、
損
害
評
価
員
の
確
保
や
損
害
評

価
の
実
施
が
困
難
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
当
組
合
で

は
Ｊ
Ａ
等
へ
出
荷
す
る
な
ど
客

観
的
な
数
値
を
基
に
収
穫
量
を

確
認
で
き
る
農
業
者
は
、
被
害

実
態
に
応
じ
て
補
償
さ
れ
る

「
災
害
収
入
共
済
方
式
」
や

「
全
相
殺
方
式
」
に
、
そ
れ
以

外
の
農
業
者
は
「
地
域
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
方
式
」
に
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方

式
と
は

　
市
町
村
別
の
統
計
単
収
を
用

い
て
引
受
・
評
価
す
る
方
式
で

す
。

　
従
来
の
方
式
よ
り
掛
金
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
自
身

に
あ
っ
た
加
入
方
式
へ
の
変
更
を
お
願

い
し
ま
す
。

組
合
の
主
な
動
き

※行事日程は変更になる場合があります。

１、2日
９日
15日
16日

27日
30日

決算監査
役員候補者推薦会議
損害評価会かんきつ部会
第１回余裕金運用管理委員会
第１回理事会
第13回通常総代会
正副組合長・代表監事互選会

5月

４日 損害評価会全体会

22日
24日
下旬

第２回コンプライアンス委員会
第２回理事会、監事会
損害評価会かんきつ部会
損害評価会キウイフルーツ部会

6月
７月
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とう げん

丸亀市飯山町　農事組合法人桃源ファーム

　
耕
作
面
積
が
年
々
増
え
て
い
る
丸

亀
市
飯
山
町
の
「
農
事
組
合
法
人
桃

源
フ
ァ
ー
ム
」
＝
平
成
26
年
９
月
設

立
＝
。
現
在
、
構
成
員
64
人
（
20
世

帯
）
か
ら
農
地
を
預
か
り
、
水
稲
８

㌶
と
麦
20
㌶
を
耕
作
す
る
。
代
表
理

事
の
小
林
剛
さ
ん（
80
）は
、「
高
齢

化
が
進
む
中
、
地
域
の
農
地
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
法
人
が
管
理
す
る
農
地
の
ほ
と
ん

ど
は
、
丸
亀
市
飯
山
町
中
心
部
に
あ

り
、
中
小
企
業
の
進
出
で
宅
地
開
発

が
随
所
で
見
ら
れ
る
地
域
だ
。

　
地
域
の
農
家
は
高
齢
化
す
る
中
、

構
成
員
の
高
齢
化
も
進
む
。
主
に
活

動
を
行
っ
て
い
る
中
心
メ
ン
バ
ー
約

10
人
の
半
数
が
70
代
と
い
う
状
況
で
、

「
若
手
の
後
継
者
不
足
を
解
消
す
る

の
が
今
後
の
課
題
」
と
話
す
。

　
構
成
員
が
集
ま
り
や
す
い
土
・
日

曜
日
は
、
特
定
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
５

人
が
大
型
農
機
具
を
操
作
、
他
の
構

成
員
は
そ
の
時
期
に
応
じ
、
追
肥
や

防
除
を
す
る
。
ま
た
、
力
仕
事
は
若

手
に
と
、
適
材
適
所
で
作
業
を
割
り

振
っ
て
い
る
。

　
令
和
元
年
、
地
域
活
性
化
の
一
助

に
な
れ
ば
と
、
自
社
倉
庫
の
一
角
に

調
理
場
を
設
け
、
加
工
を
始
め
た
。

週
５
日
、「
お
い
で
ま
い
」
を
使
用

し
た
ば
ら
ず
し
や
、
も
ち
米
の
お
は

ぎ
を
作
り
、
地
元
産
直
市
に
出
荷
す

る
。

　
同
法
人
会
計
担
当
の
竹
林
敏
一
さ

ん（
74
）は
「
６
次
産
業
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
て
地
域
の
中
で
の
認
知

度
は
上
が
り
、
全
体
の
売
り
上
げ
も

伸
び
て
き
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
同
法
人
を
指
導
す
る
中
讃
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
小
林
美
鈴
主
任

は
「
荒
れ
た
耕
作
放
棄
地
を
引
き
受

け
、
農
地
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
収

量
を
確
保
し
て
い
く
営
農
技
術
は
す

ば
ら
し
い
」
と
評
価
す
る
。

こ
ば
や
し
た
け
し

ま
　
り
　
こ

た
け
ば
や
し
と
し
か
ず

こ
ば
や
し
み  

す
ず

し
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

未来の地域農業を守る
いきいき 　農家

いきいき 　農家

△肥料散布機（ブロードキャスター）に
肥料を入れる

桃源ファームの構成員
　（写真左から竹林さん、
　　　小林代表理事、真鍋信一さん）

ま なべしんいち

麦は３回防除する▷農
業
と
子
育
て
に
ま
い
進

高
松
市
多
肥
上
町
　
橋
本 

麻
由
美
さ
ん
　
45
歳

は
し 

も
と

ま
　  

ゆ
　 

み

　
「
作
業
を
一
日
や
り
切
っ
た
達
成

感
が
や
り
が
い
」
と
話
す
橋
本
麻
由

美
さ
ん
。
夫
の
俊
一
郎
さ
ん（
44
）が
就

農
し
た
平
成
27
年
４
月
か
ら
農
業
に

携
わ
り
、
令
和
２
年
に
夫
婦
で
認
定

農
業
者
と
な
っ
た
。
作
業
は
分
担
し
、

麻
由
美
さ
ん
は
収
穫
、
出
荷
調
整
、

除
草
を
担
当
す
る
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
が
可
能
に

な
る
ま
で
の
２
年
間
、
栽
培
が
比
較

的
容
易
な
エ
ン
サ
イ
で
生
計
を
立
て

た
。
27
年
３
月

に
長
男
を
出
産

し
た
直
後
の
就

農
で
、「
農
業

と
子
育
て
の
中
、

２
年
間
エ
ン
サ

イ
と
向
き
合
っ

た
大
変
さ
は
今

で
も
覚
え
て
い

ま
す
」。
朝
暗

い
う
ち
か
ら
夜

10
時
ご
ろ
ま
で

調
整
作
業
に
取
り
組
ん
だ
が
、
出
荷

で
き
る
量
が
少
な
く
、
利
益
が
作
業

量
に
見
合
わ
ず
苦
労
し
た
と
い
う
。

　
「
今
は
肩
の
力
を
抜
い
て
作
業
で

き
て
い
ま
す
。
最
初
に
比
べ
た
ら
と

思
う
と
、
大
変
な
こ
と
も
乗
り
越
え

ら
れ
ま
す
」

　
▽
経
営
＝
夫
婦
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

13
㌃
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
１
１
４
㌃
、

水
稲
１
５
５
㌃
な
ど
合
計
10
・
９
㌶

ハ
ウ
ス
を
受
け
継
ぎ
挑
戦

　
令
和
６
年
４
月
、
両
親
か
ら
空
き

ハ
ウ
ス
８
㌃
を
引
き
継
ぎ
、
イ
チ
ゴ

「
さ
ぬ
き
ひ
め
」
の
栽
培
を
始
め
た

中
川
紘
貴
さ
ん
。「
両
親
が
引
退
を
考

え
て
い
る
と
聞
き
、
せ
っ
か
く
施
設

が
あ
る
の
に
使
わ
な
い
の
は
も
っ
た

い
な
い
と
思
い
、
挑
戦
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
施
設
本
体
は
そ
の
ま
ま
、
高
設
栽

培
シ
ス
テ
ム
を
ピ
ー
ト
バ
ッ
グ
式
か

ら
、
市
内
の
イ
ン
タ
ー
ン
先
と
同
じ

ハ
ン
モ
ッ
ク
式
に
更
新
し
た
。
現
在

は
、「
何
も
か
も
が
値
上
が
り
し
て
大

変
で
す
」
と
、
燃
料
や
資
材
の
高
騰

に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
母
親
の
真
理
子
さ
ん（
66
）は
「
会
社

を
辞
め
て
イ
チ
ゴ
を
や
る
と
聞
き
、

最
初
は
驚
き
ま
し
た
が
、
頼
も
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
期
待
す
る
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
現

在
両
親
が
栽
培
す

る
ハ
ウ
ス
も
引
き

継
ぎ
、
面
積
を
16

㌃
ま
で
拡
大
す
る

予
定
だ
。

東
か
が
わ
市
相
生
　
中
川 

紘
貴
さ
ん
　
36
歳

な
か 

が
わ

ひ
ろ
　
き

イ
ン
タ
ー
ン
先
で
習
得
し
た

　
　栽
培
技
術
を
忠
実
に
守
る

「アスパラガスの規模拡大を見据え、
　　夫婦で協力し健康第一で頑張りたい」
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前号「皆
さんの地震への備え」で

多かった
ご意見をまとめました

　
か
ん
き
つ
農
家
の
後
継
ぎ
と
し
て
就
農
し
10
年
の
浅

野
雅
文
さ
ん
（
三
豊
市
仁
尾
町
、
45
歳
）。
平
成
26
年

に
レ
モ
ン
栽
培
を
始
め
、
面
積
を
１
２
０
㌃
に
拡
大
し

ま
し
た
。

　
「
品
質
に
納
得
で
き
る
レ
モ
ン
を
出
荷
し
た
い
」
と
、

一
人
で
選
別
し
、
傷
な
ど
が
な
い
か
丁
寧
に
確
認
し
ま

す
。
収
穫
は
冬
前
か
ら
春
が
最
盛
期
で
す
が
、
需
要
が

高
い
夏
ま
で
専
用
の
鮮
度
保
持
袋
で
貯
蔵
す
る
こ
と
で
、

周
年
出
荷
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
曽
保
地
区
は
温
州
ミ
カ
ン
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
約
40
年
前
か
ら
レ
モ
ン
の
栽
培
も
始
ま

り
ま
し
た
。
海
に
面
し
て
霜
が
ほ
と
ん
ど
降
り
な
い
気

候
を
生
か
し
、
完
熟
し
て
酸
味
が
ま
ろ
や
か
な
越
冬
レ

モ
ン
を
収
穫
で
き
ま
す
。

　
香
川
県
で
は
厳
し
い
登
録
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
高
品

質
な
香
川
県
産
レ
モ
ン
を
「
さ
ぬ
き
讃
レ
モ
ン
」
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
着
手
。
浅
野
さ
ん
は
令
和
６
年
９
月

に
登
録
を
受
け
、
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
香
川
の
レ
モ
ン
を
知
り
、
生
産
者
が
増
え
る
と
う
れ

し
い
で
す
」。

　
▽
経
営
＝
レ
モ
ン
１
２
０
㌃
、
温
州
ミ
カ
ン
25
㌃

撮
影
＝
北
村
写
真
事
務
所 

北
村
修
一
氏

　職に就きながら半年間、香川県
立農業大学校で農業の基本を学び
ました。令和７年４月から地元の
農家さんで、農業のノウハウを学
んでいるところです。１年後に独
立し、ナスを主軸にしようと計画
しています。
　農業っていいなと思ったのは、
家庭菜園がきっかけでした。自分
のペースで好きなように進められ
るし、どんどんチャレンジできま
す。亡祖父が残してくれた、農業
機械や農地1.2㌶を生かすこともで
きます。
　故郷を大事に、地域貢献ができる
農家を目指し、気負わず頑張ります。

ブランド化 生産者増加に期待

  

の 

ま
さ 

ふ
み

あ
さ

さ
ん

郵便はがきに、
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙への意見、感想、質問
⑧広報紙「ＮＯＳＡＩかがわ」以外で、農業に関する情報をどのように
　集めていますか？雑誌名やテレビ番組名、ＳＮＳなどを具体的に教え
　てください。　　　　　　　   などをご記入のうえ、ご応募ください。

応募の宛先

応募締め切り
当選者発表

〒761－8083　高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合　ＮＯＳＡＩクイズ係
令和７年６月20日（金）消印有効
令和７年11月発行予定の68号で発表

ＮＯＳＡＩかがわ66号からの問題です。次の質問にお答えください。

※ヒントは
　７ページA

Q

［当選者］美容オリーブオイルとオリーブオイルハンドクリームをお届けしました。
田中みちよさん（東かがわ市）、廣瀬眞樹子さん（さぬき市）、井本美恵子さん、西川美子さん（以上高松市）、
三好芳子さん（綾川町）、髙木賢太郎さん、大西誠治さん（以上丸亀市）、秋山真美江さん（まんのう町）、
斉藤久子さん、大西清美さん（以上観音寺市）

田中みちよさん（東かがわ市）、廣瀬眞樹子さん（さぬき市）、井本美恵子さん、西川美子さん（以上高松市）、
三好芳子さん（綾川町）、髙木賢太郎さん、大西誠治さん（以上丸亀市）、秋山真美江さん（まんのう町）、
斉藤久子さん、大西清美さん（以上観音寺市）

丸亀市　豊嶋 美憲さん　28歳
と  しま はる のり

当選者発表
第64号

損害防止答え 〉〉〉

正解者の中から抽選で10名の方に、
浅野雅文さん（表紙農家）の「レ
モン」（３㎏）をお届けします。
料理にも飲み物にも使え、暑い時
期の疲労軽減にピッ
タリな皮ごと食べら
れるレモンです。
たくさんのご応募お
待ちしています。

今号のプレゼント

の

読
者

声

タマネギのセット栽培を知り、チャレンジ
したくなりました。（坂出市　女性　66歳）

森石麻美さんの頑張りに感動しました。若い人
が農業に関心を持つことは未来が明るいです。

（観音寺市　女性　69歳）

集会場の近くでイノシシが出ました。役所の
人が集まって駆除し、軽トラの荷台に乗せて
運んでいました。    （高松市　男性　36歳）

ネット販売で全国たくさんの方に香川
県産の農産物を買っていただけること
に感心しました。いいことですね！！ 

（まんのう町　女性　74歳）

小田さん、西川さんきょうだい、毎
日大変そうですが、仲良く働いてい
る姿がとても感じがいいですね。

（三豊市　女性　68歳）

NOSAI
クイズ

たくさんの
お便りをいただき、
ありがとう
ございました！

小豆出張所
☎0879-62-0694

東部支所
☎0879-43-4121

中讃支所
☎0877-35-7735

三豊支所
☎0875-25-2482

高松支所
☎087-888-1146

連絡先

地域◯◯◯◯◯◯方式とは、市町村の統計単収を用いて引受、
評価する方式です。◯に入る言葉をお答えください。

※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と今後の広報紙作成の参考意見とする以外の目的に利用しません。※はがきの料金不足がないようご注意ください。

●水や食料の確保
●防災グッズや非常用持ち出し袋の準備
●保険の見直し、地震保険への加入
●家の耐震工事、建て替え
●家具の固定

こんなご意見も…

●避難経路の確認。家族と
日々、話し合っています。
（さぬき市　女性　53歳）

●逃げるときに障害物がないよう、断
捨離して無駄なものを減らしていま
す。　　　（丸亀市　男性　78歳）

●自主防災会の会長として、備えを呼
びかけています。

（三豊市　男性　74歳）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
▽
高
松
支
所
＝
髙
橋
可
愛
▽
中
讃
支
所=

酒
井
絃

伎
、
三
島
大
輝
▽
中
央
家
畜
診
療
所
＝
多
田
英
里

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
（
事
業
所
名
は
３

月
31
日
時
点
）。

　
12
月
31
日
付
＝
髙
杉
敦
司
（
仲
多
度
支
所

収
穫
共
済
課
）

　
３
月
31
日
付
＝※

西
岡
直
紀
（
参
事
）
▽

本
所
＝
伊
藤
和
幸
（
監
査
室
長
）
▽
東
部
支

所
＝
井
手
上
秀
信
（
総
務
・
地
域
推
進
課
課

長
補
佐
）
▽
高
松
支
所
＝※

松
浦
裕
之
（
支

所
長
）、※

大
西
義
次
（
総
務
・
地
域
推
進

課
課
長
補
佐
）
▽
中
讃
支
所
＝※

川
井
啓
二

（
支
所
長
）、
山
本
真
寛
（
資
産
共
済
課
課

長
補
佐
）
▽
仲
多
度
支
所
＝
飯
間
稔
幸
（
総

務
・
地
域
推
進
課
長
）、
石
川
泰
史
（
資
産

共
済
課
課
長
補
佐
）
▽
東
部
家
畜
診
療
所
＝

栗
谷
川
俊
之
（
所
長
）

※

は
４
月
１
日
付
で
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用

人
事
異
動

新
規
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

退
職

「皮ごと食べられる
レモンを味わってほ
しい」

〒761－8083  高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合  ＮＯＳＡＩクイズ係

キ
リ
ト
リ

◀クイズの宛先としてハガキに
　貼って活用してください。

1011 かがわ 春号  vol.66 かがわ 春号  vol.66



ニンニクは加熱しても栄養
成分が豊富にあり、刺激や
臭いが和らぎ食べやすくな
ります。梅ニンニク煮汁は
魚介や野菜にもおすすめで
す。

ヒトコト★POINT

煮汁をフライパンに合わせ、③
を加え、新タマネギを煮る。煮
詰まってきたら豚肉とニンニク
の芽を加え、味をからませる。
盛り付けて大葉の千切りをのせ
る。

半分に切ったニンニクを水に入
れて沸かし、透明感が出たら取
り出す。同じ湯で、ニンニクの
芽を２分ゆでて取り出し、続い
て豚薄切り肉を少しずつくぐら
せ、ザルにあげる。

梅干しは種を取ってつぶし、ゆ
でたニンニクも軽くつぶして合
わせる。

ニンニクは半分に、ニンニクの
芽は４㎝に切る。豚薄切り肉は
食べやすい大きさに、新タマネ
ギはくし形に切る。

1 2 3 4

豚
肉
の
梅
ニ
ン
ニ
ク
煮

豚
肉
の
梅
ニ
ン
ニ
ク
煮

料理紹介者

山中 美妃子さん
やま なか み　 き　 こ
香川県食農アドバイザー

ジュヌヴィエーヴ料理教室主宰
● ニンニク
● ニンニクの芽
● 豚薄切り肉
● 新タマネギ
● 梅干し
　（塩分８％以下）
● 大葉

・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・       

・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

２片
４本
200ｇ
１個
４個

（果肉40ｇ）
４枚

　 水
　 酒
　 砂糖
　 しょうゆ

150㎖
大さじ２
大さじ２
約大さじ２

（梅干しの塩分で調整）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・             

・・・・・・・・・・・・・・・・             

・・・・・・                 

煮汁

材料（４人分）

作り方

今回の食材
ニンニクニンニク

発行日：令和７年５月１日

発行
編集

ホームページアドレス

　　　香川県農業共済組合
　　　本所総務部総務課
〒761-8083 高松市三名町東原５番地６
TEL：０８７-８８８-２１２１ FAX：０８７-８８８-３０３１

https://www.nosai-kagawa.jp

発行
編集

ホームページアドレス

免疫力をあげ、疲労回
復の効果が見込めるビ
タミンＢ群を豊富に含
みます。香川県産ニン
ニクは、肉厚で豊かな
香りが特徴です。

ニンニク、梅干し、豚肉を合わせた

和風スタミナ料理

創作
キッチン

ここをクリック！

ホームページは
こちらから▼

過去の広報紙はホームページから見られます
気軽にアクセスしてください！

ＮＯＳＡＩが築く安心の未来表紙の続きは11ページ

安心のネットワーク

香川県農業共済組合そら とつ ち とみ どり の会 話

vol.66

2025

春号
ノ ー サ イ


